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p.6「開成幼稚園に新しいバスがやって来た！」で紹介

新しい幼稚園バス
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町
で
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
福
祉
関
係
者
な
ど
の
専
門
家
や
、
要
介
護

者
の
家
族
、
住
民
公
募
の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
開
成
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
等
策
定
委
員
会
」
に
お
い
て
、
第
６
期
「
開
成
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
27
年
度
～
平
成
29
年
度
）
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
す
る
た

め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
６
５
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
計
画
策
定
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
・
介
護
に
関
す
る

         　
 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
公
表

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
０

「介護者の身体的、
　精神的負担が大きい」……38.9%
「介護者に何かあったとき
　どうしたらよいか不安」…38.1%

　高齢者の方は、８割以上の方が一戸
建てに住んでいて、持ち家率が高い状
況です。介護が必要になったときの生
活についての設問では、約半数の方が、
「介護サービスを利用しながら自宅で
生活したい」と回答されました。

「生活が規則的になった」…37.2%
「健康状態がよくなった」…37.2%

介護者が困っていること

介護が必要になっても
自宅で生活したい

介護保険は満足でも介護者は精神的に不安

介護保険サービスを
利用してよかったと思うこと

介護保険制度全般について

介護保険制度を
よりよいものにするには
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0.0
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

訪
問
看
護
な
ど
、在
宅
医
療
や
終
末
期
医
療
に
関
す
る
施
策

車
の
運
転
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
り
、体
が
弱
く
な
っ
て

き
た
り
し
た
高
齢
者
の
た
め
の
外
出
支
援
に
関
す
る
施
策

食
事
や
運
動
、認
知
症
予
防
な
ど
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
施
策

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
教
養・文
化

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策

道
路
や
交
通
機
関
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
を
近
所
の
人
な
ど
が
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
に
関
す
る
施
策

高
齢
者
向
け
の
住
宅
に
関
す
る
施
策

32.1
27.026.3

19.019.017.515.3
9.5

51.1(%)

満足
13.3%

どちらかといえば
満足 61.9%

どちらかと
いえば
不満足 11.5%

不満足 1.8%
無回答 11.5%
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緊急時に利用できる
サービスを充実する

入所施設偏重にならない
よう在宅介護を支えるための
施策を充実する

要介護度が悪化しないよう
介護予防策を充実する

サービスを担う人材の
資質を高める
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（人／113人中）

行
政
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と

在宅サービス
利用者

高齢者

「満足」「どちらかといえば満足」…75.2%



自
己
負
担
限
度
額
の
変
更

　

平
成
27
年
１
月
診
療
月
か
ら
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
、
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
観
点
か

ら
、
70
歳
未
満
の
所
得
区
分
が
細

分
化
さ
れ
て
、
現
行
の
３
区
分
か

ら
５
区
分
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
の
自
己
負
担
限
度
額
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
が
、
旧
た
だ
し
書
所
得

２
１
０
万
円
以
下
の
人
も
一
般
区
分

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
旧
た
だ
し
書
所
得
と
は
、
総
所

　

得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
（
33
万

　

円
）
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

手
続
き
の
流
れ

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担

分
を
支
払
っ
た
後
、
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
資
料
に
基
づ
き
計
算
を

行
い
、
高
額
療
養
費
が
発
生
す
る

場
合
、
該
当
に
な
る
世
帯
の
世
帯

主
宛
て
に
申
請
の
案
内
を
通
知
し

ま
す
。
通
知
は
通
常
診
療
月
の
２

～
３
か
月
後
と
な
り
ま
す
。
通
知

が
届
い
た
ら
、申
請
を
行
い
、認
定
さ

れ
る
と
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証

　

あ
ら
か
じ
め
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る

と
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
、

個
人
単
位
、
同
一
医
療
機
関
、
入

院
・
外
来
ご
と
、
医
科
、
歯
科
の

計
算
に
な
り
ま
す
。
申
請
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
・低所得Ⅱ／同一世帯の
　世帯主及び国保被保険
　者が住民税非課税の世
　帯に属する人（低所得Ⅰ
　以外の人）
・低所得Ⅰ／同一世帯の
　世帯主及び国保被保険
　者が住民税非課税で、
　その世帯の各所得が0
　円となる人

区分 所得要件 限　度　額

上位所得
旧ただし書
所得※
600万円超

150,000＋
（総医療費－500,000）×1％
〈多数回該当83,400〉

一般
旧ただし書
所得※

600万円以下

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％
〈多数回該当：44,400〉

低所得
住民税
非課税

35,400
〈多数回該当：24,600〉

区分 所得要件 限　度　額

ア
旧ただし書所得※
901万円超

252,600＋
（総医療費－842,000）×1％
〈多数回該当：140,100〉

イ
旧ただし書所得※
600万～
901万円以下

167,400＋
（総医療費－558,000）×1％
〈多数回該当：93,000〉

ウ
旧ただし書所得※
210万円～
600万円以下

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％
〈多数回該当：44,400〉

エ
旧ただし書所得※
210万円以下

57,600
〈多数回該当：44,400〉

オ 住民税非課税
35,400

〈多数回該当：24,600〉

区分 所得要件
窓口負担
割合

限度額

外来

現役並所得
課税所得
145万円以上 3割 44,400

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％

〈多数回：44,400〉

一般
課税所得
145万円未満

2割
（1割）

12,000 44,400

低所得Ⅱ 住民税非課税

8,000
24,600

低所得Ⅰ 住民税非課税
（所得が一定以下）

15,000

■70歳以上75歳未満

■70歳未満
〈平成26年12月以前〉 〈平成27年1月以降〉

※ 旧ただし書所得／総所得金額から基礎控除（33万円）を差し引いた額です。
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高
額
療
養
費
給
付
制
度
と
は
、
１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
の
金
額
が
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
限
度
額
が
見
直
さ
れ
、
平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
変
更
に
な

り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
　
高
額
療
養
費
給
付
制
度

平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら

　

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
４



育てる喜びを感じられる環境を！

※私立幼稚園によっては、子ども・子育て支援新制度に移行しない幼稚園があります。子ども・子育て支援新制 
　度の幼稚園かどうかは、私立幼稚園に直接確認をしてください。
※子ども・子育て支援新制度に移行しない幼稚園を利用している場合は、従来の手続きから変更がないので、認
　定を受ける必要はありません。

　子ども・子育て支援新制度の幼稚園の利用を希望する場合、１号認定（左ページ）を受けていただく必要があ
ります。認定を受けた後に、園との契約をすることになります。

　保育所や地域型保育などの利用を希望する場合、町に申し込みます。認定の申請は、入所申し
込みと同時にします。入所選考の結果通知と一緒に認定証が送られ、その後、施設との面談など
を行って入所が決定します。地域型保育については事業者との契約、保育所は従来どおり町との
契約になります。
　なお、すでに保育所を利用していて、来年度以降も継続利用を希望される方は、継続入所申込
書と認定申請書の提出が必要です。

　施設や事業などの利用にあたっての保育料は、国の定める基準を上限として町が決定します。
国の基準については検討が続いており、今のところ未定です。
　来年4月以降も、従来と比較して大きな変動がないように考慮していく予定ですが、算定方
法が変わることなどの理由から、従来の保育料から変動する場合も考えられます。

■幼稚園（認定こども園の幼稚園部分を希望する場合も含む）　　問　教育総務課　☎82-5221

■保育所（認定こども園の保育所部分を希望する場合も含む）・地域型保育　　 問　福祉課　☎84-0316　

幼稚園の種類 認定を受けるまでの手続き

開成幼稚園 入園申込書を提出していただく際に、町に認定申請書を提出していただきます。

子ども・子育て支援新制度
の私立幼稚園

幼稚園に直接、利用申込みを行い、入園の内定を得た後に幼稚園に認定申
請書を提出していただきます。

が来年4月にスタートします「子ども・子育て支援新制度」
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　子育て支援をめぐる様々な課題を背景に、一人一人の子どもが健やかに成長することができる
社会を目指し、平成24年8月に「子ども・子育て支援法」が成立しました。
　これに基づき、幼児期の教育や保育、地域における子育て支援の充実を図る「子ども・子育て
支援新制度」が平成27年4月にスタートします。

問　教育委員会事務局子ども子育て支援準備室　☎82-5221

新制度の利用の流れ

保育料について

③
施設と契約
保育所は町と契約

②	
入所選考の
結果通知と認定証を送付

①	
町に保育の必要性の認定
申請と保育所などの入所
申し込みをする



安心して子育てでき、

※保育の必要量に応じて、さらに「保育標準時間認定（主にフルタイム就労を想定した利用時間：1日最長11時
　間）」と「保育短時間認定（主にパートタイム就労を想定した利用時間：1日最長8時間）」に区分されます。保育
　時間の設定は施設によって異なり、認定時間を超えて利用すると延長保育となり別途料金がかかります。

　新制度のスタートに伴い、これまでの幼稚園、保育所、認定こども園に加えて、
少人数の単位で子どもを預かる地域型保育が加わり、保護者の選択の幅が広がります。

※認定こども園と地域型保育は、現在開成町にはありません。なお、地域型保育は、小規模保育事業を想定して
　いますが、その他にも家庭的保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保育事業などがあります。

認定区分 年齢 要件など 主な利用先

1号認定
教育標準時間認定 3～5歳 年齢以外特になし 幼稚園、認定こども園

2号認定※
保育認定(満3歳以上) 3～5歳

保護者が次のいずれかに該当
①就労　②妊娠・出産　③疾病・障がい
④親族の介護・看護　⑤災害復旧
⑥求職活動中　⑦就学（職業訓練含む）
⑧虐待・DVのおそれがある　　など

保育所、認定こども園

3号認定※
保育認定(満3歳未満) 0～2歳 同　上 保育所、認定こども園　

地域型保育　

施設の種類 年齢 特色・概要

幼稚園 3～5歳 ・小学校以降の教育の基礎をつくるため幼児期の教育をする施設
・私立幼稚園については新制度に移行しない施設もある

保育所 0～5歳 ・就労などの理由により、家庭で保育できない保護者に代わって
　保育をする施設

認定こども園※ 0～5歳 ・幼稚園と保育所の機能や特長を併せ持つ施設
・就労の有無などに関わらず利用できる

地域型保育※ 0～2歳 ・少人数（定員6人～19人）で子どもを預かる事業
・3歳以降の受け入れなどのために、保育所や幼稚園と連携

　新制度では、就労状況やニーズに応じた次の3区分の「認定」を受けたうえで、各種施設・事業を利用していただ
きます。

「子ども・子育て支援新制度」
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施設などの利用を希望する保護者は「認定」を受ける必要があります

新制度で利用できる施設・事業



　

新
し
い
バ
ス
は
、
開
成
幼
稚
園
の
先

生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
、
園
児
の

保
護
者
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
各
ク

ラ
ス
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
動
物
や
花
が

描
か
れ
た
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
の
笑
顔
と
共
に
町
内
を
走
行
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開成幼稚園に
新しいバスがやって来た！新しいバスがやって来た！
　現在、送迎バスの利用者は168人（在籍園児数182人）です。２台のバスで送迎
していますが、そのうちの1台を買い替えました。

　動物キャラクターの位置は、ちょうど子どもたちの目線の高さと同じく
らいです。キャラクターは、笑顔で子どもたちを迎えます。保護者から離
れ、幼稚園に通うことが不安な子どもたちの気持ちを少しでも和らげてあ
げたいという、デザインしてくださった保護者の願いが込められています。

　子どもに人気のある動物
にしました。

　9月29日㈪、園児は、今までお世話になったバスを
清掃したり、飾り付けをしたりするなどして、感謝の
気持ちを表しました。

　桜の木の回りには、れんげ
などの花畑が広がっています。

　かわいい動物のキャラクターが、電車ごっこをして、楽しそう
に遊んでいます。洋服の左胸には、園章が描かれています。
※現在、りす組はありませんが、園児数が増えた場合は、りす組
　が設置されます。

　

開
成
幼
稚
園
は
、
町
内
に
あ
る
唯
一
の
幼

稚
園
と
し
て
、
小
・
中
学
生
と
の
体
験
学
習
・

交
流
授
業
な
ど
、
特
色
あ
る
幼
児
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、の
び
の
び
子
育
て
ル
ー
ム
事
業
は
、

町
独
自
の
３
歳
児
教
育
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
１
週
間
に
２
回
の
事
業
で
、
１
回
は

親
子
で
、
１
回
は
子
ど
も
の
み
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
11
月
１
日
号 

　

お
し
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

運転手は
くまのキャラクター

うさぎ、ぞう、きりん、りす

れんげ、ばら、
すみれ、さくら

年少組

年長組

バスとのお別れ ～17年間ありがとう～新
年
度
入
園
者
・
利
用
者
募
集
中
！

開
成
幼
稚
園
・
の
び
の
び
子
育
て
ル
ー
ム
事
業
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虐
待
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

虐
待
を
受
け
た
子
は
、
自
己
否
定
感
や
強
い
不
安
感
な
ど
を
抱
き
、
心
の

発
達
に
悪
影
響
の
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
対
人
関
係
を
形
成

す
る
際
に
、
暴
力
行
為
や
自
傷
行
為
な
ど
の
問
題
行
動
と
し
て
、
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」

　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
連
絡
を

　

虐
待
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り

得
る
こ
と
で
す
。
も
し
、
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発

見
し
た
と
き
は
、
児
童
相
談
所
や

町
に
児
童
虐
待
に
連
絡
す
る
こ
と

が
国
民
の
義
務
で
す
。
連
絡
し
た

人
や
連
絡
し
た
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名

で
の
連
絡
も
受
け
付
け
ま
す
。
気

に
な
る
家
庭
、
出
産
や
子
育
て
で

悩
ん
で
い
る
保
護
者
を
見
か
け
た

ら
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
子
ど
も
の
生
命
に
危
険
が
生

じ
て
い
る
な
ど
緊
急
の
場
合
は
、

松
田
警
察
署
（
☎
82-

０
１
１
０
）

又
は
１
１
０
番
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
連
絡
が
子
ど
も

を
守
り
、
保
護
者
を
救
う
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
が
虐
待
し
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
相
談
を

　

感
情
に
ま
か
せ
て
叩
い
た
り
、

の
の
し
っ
た
り
し
た
こ
と
を
後
悔

し
、
自
分
を
責
め
て
い
る
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
こ

と
や
職
場
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
感
が

も
と
と
な
り
、
子
ど
も
を
必
要
以

上
に
叱
っ
た
り
、
叩
い
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
心
の
苦
し
さ
に
つ
い
て
話
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
児
童
相
談
所
や

町
の
窓
口
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
直
接
会
っ
て
話
す
こ
と

が
苦
手
な
方
は
電
話
な
ど
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

児童虐待に関する連絡相談窓口

開成町福祉課
☎84-0316
 FAX 85-3433

小田原児童相談所 ☎32-3232㈹

子ども家庭 110 番
☎0466-84-7000
※9時～20時、
電話相談のみ

夜間の虐待通告専用

かながわ子ども虐待

ナイトライン

☎0466-83-5500
※20時～翌日9時

虐待相談かながわ

NPO法人子ども

虐待ネグレクト防止

ネットワーク

☎0463-90-2260
※祝日を除く、
   月・水曜日
10時～13時、
電話相談のみ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

児童虐待とは…
身体的虐待 殴

な ぐ

る、蹴
け

る、叩
た た

く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺
お ぼ

れさせる など

性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れて行かない など

心理的虐待 言葉による脅
お ど

し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV：ドメスティック・バイオレンス） など

11月は
児童虐待防止
推進月間
です。

た
め
ら
わ
ず

  
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

                

命
の
輪

た
め
ら
わ
ず

  
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

                

命
の
輪

た
め
ら
わ
ず

  
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

                

命
の
輪

た
め
ら
わ
ず

  
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

                

命
の
輪

R

オレンジリボンには
子ども虐待を防止する
というメッセージが
込められています。
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－
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６



主
力
商
品
は
主
婦
の
手
で

　

工
房
の
よ
う
な
所
を
想
像
し
て
取
材
に
伺
っ
た
の
で
す

が
、
驚
い
た
こ
と
に
事
業
所
は
ご
く
普
通
の
住
宅
。
聞
け

ば
、
主
力
商
品
「
セ
ニ
ョ
ー
ル
・
ト
ル
ネ
ー
ド
」
は
、
町

内
の
主
婦
の
方
々
に
よ
り
、
内
職
で
製
作
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
か
。
代
表
の
吉
田
さ
ん
は
、
前
職
は
釣
り
具
問
屋
の

営
業
職
。
元
々
は
趣
味
で
こ
の
ル
ア
ー
を
製
作
し
て
い
た

方
か
ら
そ
の
販
売
を
引
き
継
ぎ
、
4
年
前
に
起
業
。
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
り
、
説
明
書
を
同
封

し
た
り
と
、
販
売
の
仕
方
に
工
夫
を
し
て
、
一
気
に
人
気

に
火
が
付
い
た
と
言
い
ま
す
。

吉
田
さ
ん
の
仕
事
ス
タ
イ
ル

　

現
在
は
、
管
理
釣
り
場
で
使
う
ル
ア
ー
だ
け
で
な
く
、

マ
グ
ロ
釣
り
に
使
う
も
の
な
ど
海
釣
り
用
ル
ア
ー
も
手
掛

下
積
み
時
代
に
技
術
を
習
得

　

約
５
年
間
の
会
社
勤
め
の
後
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
鳶と

び

職
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
半
年
。
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
も
鳶
職
と
し
て
約
10
年
間
働
い
た
そ
う
で

す
。
「
親
方
に
付
い
て
、
色
々
な
現
場
を
経
験
す
る
。
技

術
を
見
て
学
び
、
実
際
に
や
っ
て
自
分
の
も
の
に
し
て
い

く
、
そ
れ
が
こ
の
業
界
の
仕
事
の
仕
方
」
と
お
っ
し
ゃ
る

真
間
さ
ん
。
曳ひ

き

家や

の
技
術
も
、
こ
の
期
間
に
身
に
付
け
た

そ
う
で
す
。
今
は
、

曳
家
を
頼
ま
れ
る
こ

と
は
滅
多
に
な
い
よ

う
で
す
が
、
神
社
な

ど
の
伝
統
的
な
建
築

物
の
工
事
や
区
画
整

理
事
業
な
ど
が
、
活

躍
の
機
会
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

工
事
現
場
は
デ
ー
タ
よ
り
「
勘
」

　

現
場
の
状
況
や
条
件
は
、
毎
回
異
な
り
ま
す
。
地
盤
や

周
囲
の
環
境
、
予
算
面
な
ど
、
全
て
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

最
適
な
手
法
を
考
え
ま
す
。
最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
計
算

し
て
、
材
料
の
質
や
数
量
を
出
す
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で

す
が
「
や
は
り
、
長●

年●

の●

勘●

が
一
番
頼
り
に
な
る
」
と
真

間
さ
ん
。

　

最
近
、
重
機
の
入
ら
な
い
難
し
い
現
場
を
任
さ
れ
、
自

前
で
装
置
を
作
っ
て
工
事
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
と

き
も
、
下
積
み
時
代
に
親
方
に
教
わ
っ
た
こ
と
が
生
き
た

そ
う
で
す
。

土
木
工
事
は
全
て
の
基
礎

　

こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
は
？
と
の
問
い
に
「
曳
家
は
、
ピ

ザクトクラフト（上島）

まちづくり情報特派員　石崎雅美

代表　吉
よし

田
だ

修
しゅう

平
へい

さん

　町内にある事業所というと、7月号の特派員特集で
取材させていただいた㈱明治ゴム化成や日本製紙クレ
シア㈱といった大きな企業を連想する方が多いかと思
います。県内一小さな町に「開成町ならでは！」と言
えるような小さくてもキラリと光る技術をもっている
事業所はないのだろうか？そんな疑問から、今回は「
開成の匠（特殊な技能や技術のある方・事業所）」を
訪ねることにしました。どんな匠がいるのか？足柄上
商工会からご紹介いただきました。　　　　　

　「セニョール・トルネード」というユニークな
形状のルアーで知られるザクトクラフト。
このルアーの製造販売を手がける
事業所が実は開成町にある！
ということが、ルアー釣りを
する町内の釣り愛好家には
ちょっとした自慢
なのだとか？！

曳家の工事現場

「セニュール・トルネード」
みみずや細身の小魚に見える
形。水に入れると、らせん状
にぐるぐると回る。初心者で
も魚を釣りやすいルアー

ル
ア
ー
製
作
の
匠

　

ル
ア
ー
と
は
、
魚
を
釣
る
た
め
の
擬ぎ

餌じ

鉤ば
り

の
こ
と

ル
ア
ー
製
作
の
匠

　

ル
ア
ー
と
は
、
魚
を
釣
る
た
め
の
擬ぎ

餌じ

鉤ば
り

の
こ
と
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情 報 特 派 員 特 集

㈲眞間土建（下島）
取締役　真

ま

間
ま

幸
さち

雄
お

さん

け
、
自
身
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
商
品
を
問
屋
に
卸
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

「
も
の
づ
く
り
、
と
い
う
よ
り
は
、
販
売
や
企
画
が
専

門
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
る
吉
田
さ
ん
。
「
釣
り
は
好
き

だ
け
れ
ど
、
や
は
り
仕
事
だ
か
ら
ね
」
と
、
冷
静
に
分
析

し
た
り
、
研
究
し
た
り
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
１
つ
の
商
品
を
作
る
ま
で
に
は
、
多
く

の
時
間
・
労
力
・
資
金
が
か
か
り
ま
す
。
試
作
品
を
作

り
、
実
際
に
水
に
入
れ
て
泳
が
し
て
み
て
、
重
さ
や
大
き

さ
な
ど
を
様
々
に
変
え
微
調
整
を
繰
り
返
し
ま
す
。
地
道

な
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
商
品
が
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま

す
。
「
商
品
の
ア
イ
デ
ア
は
ふ
と
し
た
と
き
に
浮
か
ん
で

く
る
け
れ
ど
、
ア
イ
デ
ア
に
は
詰
ま
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
」
と
吉
田
さ
ん
。
自
身
も
好
き
な
釣
り
に
関
す
る
こ

と
が
生
業
に
な
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
そ

こ
は
き
ち
ん
と
「
仕

事
」
と
し
て
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
失
わ
ず

に
取
り
組
ん
で
い
く

の
が
吉
田
さ
ん
の
ス

タ
イ
ル
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

喜
ぶ
顔
を
見
た
い

　

仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
？
と
の
問
い
に

「
や
は
り
、
初
め
て
釣
り
を
す
る
人
が
（
魚
を
）
釣
っ
て

帰
っ
て
く
れ
る
と
き
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自

分
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
釣
り
具
で
「
釣
れ
た
！
」
と
喜

ん
で
い
る
人
の
顔
を
見
る
の
が
、
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

何
よ
り
大
き
な
力
に
な
る
そ
う
で
す
。

シ
ッ
と
お
さ
ま
っ
た
と
き
。
良
し
！
う
ま
く
い
っ
た
！
と

快
感
で
す
よ
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
土
木
工

事
は
派
手
な
仕
事
で
は
な
い
が
、
手
の
抜
け
な
い
一
番
大

切
な
部
分
。
全
て
の
土
台
（
基
礎
）
に
な
り
ま
す
か
ら
、

責
任
を
感
じ
る
」
と
言
う
真
間
さ
ん
に
と
っ
て
、
仕
事
の

何
よ
り
の
励
み
は
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
だ
そ

う
で
す
。

技
術
を
伝
え
る

　

真
間
さ
ん
は
、
長
男
の
一か

ず

哲の
り

さ
ん
と
10
年
以
上
一
緒
に

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
息
子
は
、自
分
か
ら
進
ん
で
こ

の
道
を
選
ん
で
く
れ
た
。良
い
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
、今
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
さ
え
感
じ
る
け
れ
ど
、技
術
を

継
承
し
て
い
き
た
い
」と
父
と
し
て
、
親
方
と
し
て
、
仕

事
に
か
け
る
真
間
さ
ん
の
熱
い
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　一般的な土木工事はもと
より、曳家まで請け負う土木
施工技術者。曳家のできる技
術者は近隣では数少なく、そ
の技術力はかなりのもの。町
内の方からの信頼が厚く、難
しい工事を任されることも。
温厚な人柄だが、工事現場で
みせる情熱は人一倍熱い。

た
　
く
　
み

様々な種類のルアー

工事現場で技術継承

曳
ひ
き

家や

の
匠

　

曳
家
と
は
、
建
物
を
解
体
せ
ず
に

　

場
所
を
移
転
さ
せ
る
こ
と

曳
ひ
き

家や

の
匠

　

曳
家
と
は
、
建
物
を
解
体
せ
ず
に

　

場
所
を
移
転
さ
せ
る
こ
と

9 広報かいせい 2014.11.1



開
成
町
長
　
府
川
　
裕
一

〈16〉

問　自治活動応援課
☎84-0315 問　環境防災課　☎84-0314

協働の
まちづくり
協働の
まちづくり

目指せ　日本一きれいな町！

11月は不法投棄撲滅強化月間
「不法投棄をしない！させない！許さない！」

（不法投棄撲滅強化月間標語）

　東日本大震災を契機に、自治会をはじめとす
る地域のつながりや助け合いの重要性が再認識
されています。
　協働のまちづくり推進事業の一環として、地
域活動の活性化を促進することを目的に、平成
25年度から地域リーダー育成研修会を開催して
います。この研修会には、自治会役員の方や地
域活動を率先して実践したい方に参加していた
だいております。
　地域活動への参加促進の仕組みづくりや、地
域課題の発見と解決の手法を学ぶ機会となりま
す。参加者の今後ますますの地域での活躍が期
待されます。

地域リーダー育成研修会受講の様子

　町は、強化月間に不法投棄物の撤去事業や不
法投棄監視パトロールなどを重点的に実施して
います。
　ごみの不法投棄は、法律（廃棄物処理法第
16条）に違反した犯罪行為で、5年以下の懲役
又は100万円以下の罰金に処せられます。また、
不法投棄を無くすためには、草刈の実施や柵を
設置するなど、不法投棄されない環境を整える
ことも効果的です。ごみはルールを守り、適正
に処分しましょう。

　

10
月
４
日
㈯
、オ
ダ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
神
奈
川
が「
Ｂ
Ｒ
Ｍ
１
０
０
４
富
士

一
周
２
０
０
㎞
」と
い
う
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。開
成
駅
前
を
起
点
に
、伊

勢
原
→
宮
ヶ
瀬
→
山
中
湖
→
朝
霧
高
原
→
御
殿
場
と
巡
り
、開
成
駅
に
戻
っ

て
く
る
と
い
う
コ
ー
ス
。開
成
駅
が
発
着
点
で
あ
る
の
は
、景
色
や
参
加
者
の

利
便
性
が
良
い
こ
と
か
ら
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。制
限
時
間
13
時
間
30
分

で
、富
士
山
を
一
周（
２
０
０
㎞
）し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｍ（
ブ
ル
ベ
）と
は
、競
技
レ
ー
ス
で
は
な
く
、公
道
を
決
め
ら
れ
た
距

離
と
条
件
で
走
る
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。天
候
の

変
化
、規
定
コ
ー
ス
を
外
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
事
故
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
全
て
自
分
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。条
件
を
満
た
し
て
完
走
す

る
と
認
定
証
が
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。

　

開
成
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、N
P
O
法
人 

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が「
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
」と
い
う
オ
フ
ロ
ー
ド
の
自
転
車
競
技
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
競
技
は
、距
離
で
は
な
く
時
間
を
競
う
も
の
で
す
。

人
工
の
障
害
物（
柵
、階
段
な
ど
）が
設
け
ら
れ

て
い
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
必
ず
下
車
し
て
自

転
車
を
担
が
な
け
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

開
成
町
は
、町
域
全
体
が
ほ
ぼ
平
坦
で
、自
転

車
で
の
移
動
が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
「
自
転
車

の
町
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
移
動
手

段
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
活
用
し
て
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
身
近
で
気
軽
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

不法投棄が後を絶ちません

地域リーダー育成研修会を開催しています
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み
か
ん
を
食
べ
よ
う

食
と
健
康
コ
ー
ナ
ー

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
７

　

み
か
ん
は
、
栄
養
豊
富
な
う
え
、

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
た
め
、
健
康

維
持
に
適
し
て
い
ま
す
。
県
内
で

の
生
産
量
が
多
い
果
物
で
、
特
に

県
西
地
域
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

栄
養
を
逃
さ
な
い
食
べ
方

　

皆
さ
ん
は
、
み
か
ん
を
食
べ
る

と
き
、
果
実
を
包
む
薄
い
袋
や
白

い
筋
を
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
袋
や
筋
に
は
、
ペ
ク
チ
ン
と

い
う
食
物
繊
維
の
一
種
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
食

感
は
悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
果
実
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

豊
富
な
栄
養
素

　

み
か
ん
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
体
の
抵
抗
力

を
維
持
す
る
働
き
や
、
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
生
成
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。
ま
た
、

カ
リ
ウ
ム
も
含
ま
れ
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
排
泄
を
促
し
て
、
血
圧
を
下

げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

１
日
の
目
安
量

　

み
か
ん
は
、
体
に
よ
い
食
べ
物

で
す
が
、
食
べ
過
ぎ
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
糖
分
が
多
い
た
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
に
つ
な
が

る
う
え
、
血
糖
値
を
あ
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
１
日
２
～
３
個
程
度
に

し
ま
し
ょ
う
。

 　

食
塩
を
と
り
過
ぎ
る
と
、
血
圧

を
上
げ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究

や
統
計
な
ど
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
が
ん
に
な

り
や
す
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

減
塩
の
効
果

　

減
塩
を
心
が
け
る
と
、
主
に
次

の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

①
左
心
室
肥
大
（
心
臓
の
病
気
） 

　

や
た
ん
ぱ
く
尿
の
程
度
を
軽
く

　

す
る

②
動
脈
の
柔
軟
性
を
高
め
る

③
降
圧
薬
の
効
果
を
高
め
る

④
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
せ
つ
に
使
わ

　

れ
る
カ
リ
ウ
ム
が
失
わ
れ
る
の

　

を
防
ぐ

カ
リ
ウ
ム
を
と
っ
て

塩
分
を
排
せ
つ
し
ま
し
ょ
う

　

カ
リ
ウ
ム
に
は
、
体
内
の
余
分

な
塩
分
を
排
せ
つ
す
る
作
用
の
ほ

か
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
る
（
広
げ

る
）
な
ど
、
血
圧
を
上
げ
る
因
子

を
抑
制
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

食
品
は
、
芋
類
や
野
菜
類
、
果
実

類
、
海
藻
類
で
す
。

　

た
だ
し
、
果
実
類
は
、
糖
分
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
食
べ

過
ぎ
る
と
太
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

中
性
脂
肪
や
血
糖
が
増
え
過
ぎ
た

り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
適
量
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

問　保険健康課　☎84-0327

高血圧予防
日本一健康な町プロジェクト

食塩量を減らそう〈2〉

①
ま
ず
は
う
す
味
に
慣
れ
る

　

い
き
な
り
大
幅
な
減
塩
を
す

る
と
、
料
理
が
味
気
な
く
な
り
、

ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
し
、
逆
効
果
に

な
る
の
で
、
少
量
の
減
塩
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
続
け
て
い
く
と
、

舌
が
う
す
味
に
慣
れ
、
今
ま
で

の
味
付
け
が
濃
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
塩
分
を
減
ら
す
方
法
を
考
え
る

　

普
段
か
ら
、食
事
の
塩
分
量

を
意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

例
え
ば
、ラ
ー
メ
ン
は
ス
ー
プ
に
塩

分
が
多
い
の
で
半
分
残
す
、調
味

料
は「
か
け
る
」よ
り
も「
つ
け

る
」を
習
慣
に
す
る
な
ど
で
す
。

③
塩
の
代
わ
り
を
活
用

　

割
り
醤
油
（
醤
油
を
だ
し
汁

で
割
っ
た
も
の
）
や
だ
し
汁
を

濃
厚
に
取
る
こ
と
で
、
塩
分
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
酢
や
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘

類
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
酸
味
、
カ

レ
ー
や
こ
し
ょ
う
、
わ
さ
び
な

ど
の
香
辛
料
は
、
い
ず
れ
も
塩

分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
は
含
ん
で

い
な
い
の
で
、
辛
み
や
酸
味
で

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
で
、

食
べ
た
と
き
の
満
足
感
が
違
っ

て
き
ま
す
。

１
日
の
塩
分
摂
取
量
の
目
標
値

男
性
9
㌘
未
満

女
性
7
．5
㌘
未
満

高
血
圧
患
者
6
㌘
未
満

　
出
典
…
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

　
　
　
　
　（
2
0
1
0
年
版
）」

　
　
　
　
　「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
　
　
　
　
ン
2
0
0
9
年
版
」

み
か
ん
湯
を
飲
も
う

　

皮
を
よ
く
洗
い
、
干
し
て

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
を
細

切
り
に
し
て
、
お
湯
を
注
げ

ば
で
き
あ
が
り
で
す
。
乾

燥
さ
せ
た
み
か
ん
の
皮
は
、

「
陳ち

ん

皮ぴ

」
と
い
わ
れ
、
健
胃

剤
、
鎮ち

ん

咳が
い

薬
な
ど
の
漢
方
生

薬
と
し
て
も

使
わ
れ
て

い
ま
す
。

2500 500(mg）

じゃがいも１個

バナナ１本

切干大根10g

ほうれんそう50g

納豆30g

495

360

320

245

198

カリウムの量と食品の適切な摂取量
目標は1日2,000㎎

楽
し
い
減
塩
生
活　

３
か
条

〈4〉

※１回の食事で摂取できる栄養素の目安量
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＊文　芸
俳　句 短　歌開成俳句会 ともしび短歌会 九月詠十月吟

晩
秋
の
山
河
に
余
生
重
ね
た
り	

波
多
野
す
み
枝

　
　
　
　
　
　

山
は
紅
葉
に
染
ま
り
秋
は
山
粧
う
の
で
あ
る
。
≪
晩
秋
≫
は
淋
し
を
思
わ
せ

　
　
　
　
　

る
が
、
作
者
は
逆
に
里
の
秋
を
楽
し
み
つ
つ
永
き
人
生
を
回
想
し
想
い
に
ふ
け

　
　
　
　
　

る
の
で
あ
る
。
≪
余
生
重
ね
た
り
≫
で
充
分
す
ぎ
る
年
輪
を
感
じ
る
佳
句
で
す
。

　
　
　
　
　

高
齢
化
の
現
状
で
共
鳴
す
る
読
手
は
多
い
事
と
思
う
。

	

新
井
た
か
志　

選
評

晩
秋
や
登
り
詰
め
た
る
髙
尾
山	

有
賀　

孝
子

御
神
木
触
り
て
熱
き
秋
彼
岸	

瀬
戸　

悦
子

晩
秋
や
亡
き
友
の
文
読
み
返
す	

下
澤　

操
子

晩
秋
や
無
常
に
落
つ
る
鳥
の
影	

奥
津
ち
わ
き

渾
身
の
空
渾
身
の
曼
珠
沙
華	

遠
藤
ま
つ
子

新
米
を
蔵
に
納
め
て
旅
計
る	

遠
藤
マ
ツ
エ

さ
り
げ
な
く
卓
に
夜
食
と
メ
モ
添
へ
て	

遠
藤
シ
ヅ
子

夜
食
後
の
た
ば
こ
一
服
至
福
な
る	

遠
藤
美
津
子

晩
秋
の
風
の
音
に
も
こ
こ
ろ
揺
れ	

濱
本　

主
雄

照
り
降
り
の
大お
お

字あ
ざ

小こ

字あ
ざ

末す
え

の
秋	

新
井
た
か
志

漬つ
け

梅う
め

を
庭
い
っ
ぱ
い
に
干
す
女ひ

と

の

　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
三
晩
が
う
ま
さ
の
秘
訣
と			

杉
本
シ
ズ
子

　
　
　
　
　
　

梅
干
し
作
り
は
、
手
間
暇
を
か
け
る
。
最
終
段
階
を
迎
え
、
漬
梅
を
三
日
三

　
　
　
　
　

晩
干
す
が
、
そ
の
仕
方
は
長
年
の
経
験
が
も
の
を
い
う
。
歌
中
の
女
性
は
、
充
分

　
　
　
　
　

心
得
て
お
り
、
今
年
も
う
ま
い
梅
干
し
の
生
産
を
期
待
さ
せ
る
と
捉
え
た
。

早
よ
来
い
と
下
校
の
児
ら
に
誘
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

東
に
大
き
な
虹
を
み
て
を
り	

吉
田　

志
麻

　
　
　
　
　
　

下
校
す
る
児
童
ら
に
誘
わ
れ
、
虹
を
共
に
見
て
い
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
景
。

　
　
　
　
　
「
動
か
ら
静
へ
」
の
場
面
の
変
化
、「
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
」
で
意
気
投
合
す
る
作
者

　
　
　
　
　

の
様
子
ま
で
も
理
解
で
き
る
。
事
実
を
詠
み
連
ね
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

※
阿
吽
の
呼
吸
＝
二
人
以
上
が
一
緒
に
あ
る
物
事
を
す
る
と
き
の
相
互
の
微
妙
な
調
子

　
　
　
　
　
　

や
気
持
ち
。

背
す
じ
伸
び
歩
幅
は
広
く
ビ
ル
を
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
の
企
業
戦
士
ら			

辻
岡　

洋
子

　
　
　
　
　
　

出
社
後
の
企
業
戦
士
達
が
、
外
回
り
に
向
か
う
時
の
様
子
を
活
写
し
た
秀
歌
。

　
　
　
　
　

ス
ー
ツ
を
着
こ
な
し
、「
上
の
句
」
の
描
写
か
ら
は
、
自
信
に
溢
れ
一い

っ

斉せ
い

に
踏
み 

　
　
　
　
　

出
し
て
、『
今
日
も
頑
張
る
ぞ
』
の
意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

  	

近
藤　

正
臣　

選

　

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴
火
に
よ
り
、
今
後
は

富
士
山
箱
根
山
の
噴
火
対
策
が
注

目
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
月
は
富
士
山

の
地
下
の
し
く
み
を
ま
と
め
て
み

ま
す
。

　

別
図
の
プ
レ
ー
ト
と
は
地
下
の
巨

大
な
岩
の
板
、
ト
ラ
フ
と
は
二
つ
の

プ
レ
ー
ト
の
境
目
に
あ
る
不
安
定
な

溝み
ぞ

で
す
。
富
士
山
に
は
西
か
ら
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
東
か
ら
北
米
プ

レ
ー
ト
、
そ
の
二
つ
の
下
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
も
、
も
ぐ
り
こ
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
相
模
ト
ラ
フ
は
自

分
の
溝
の
上
に
国
府
津
松
田
断
層

（
地
層
の
ず
れ
）
を
、
駿す

る

河が

ト
ラ
フ

は
富
士
川
河か

口こ
う

断
層
を
と
も
に
お
ん

ぶ
し
た
ま
ま
、
富
士
山
に
達
っ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
富
士
山
に
は
三
つ
の

プ
レ
ー
ト
、
二
つ
の
ト
ラ
フ
、
二
つ

の
断
層
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
く
せ

者
た
ち
が
こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
い
る

た
ま
り
場
は
、
陸
地
で
は
世
界
で
も

こ
こ
だ
け
で
す
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
相
模
ト
ラ
フ

は
北
に
、
駿
河
ト
ラ
フ
は
西
に
動
き
、

そ
の
裂さ

け
目
は
か
な
り
深
く
ま
で
入

り
こ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
地
下
の

マ
グ
マ
（
溶と

け
た
岩
石
）
は
噴
火
の

出
口
と
な
る
裂
け
目
を
、
い
つ
も
不

気
味
に
探
し
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
富

士
山
の
マ
グ
マ
に
は
暴あ

ば

れ
ん
坊
の
安あ

ん

山ざ
ん

岩が
ん

系
の
白
灰
と
、
や
や
お
と
な
し

い
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

系
の
黒
灰
が
あ
り
ま
す
。

　

富
士
山
は
い
ま
も
活
動
中
の
全
国

百
十
の
活
火
山
の
一
つ
で
す
。
も
し

噴
火
が
あ
れ
ば
、
場
所
は
山
頂
か
横よ

こ

斜し
ゃ

面め
ん

か
、
水
蒸
気
の
爆
発
か
マ
グ
マ

の
噴
火
か
、
灰
は
白
か
黒
か
、
そ
の

時
に
地
震
は
ど
う
か
な
ど
、
相
手
は

自
然
で
す
の
で
い
つ
も
気
く
ば
り
と
、

も
し
も
の
備
え
が
大
切
で
す
。

（
文
化
財
保
護
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
東
亜
）

開成町と富士山
富士山が世界文化遺産に登録されたことに合わせて、
「開成町と富士山」シリーズを連載しています。おたのしみください。

富
士
山
の
噴
火

（その8）

問　教育総務課　☎82-5221

富士山周辺のプレートとトラフ
『小田原市史・自然』より（一部改）

ユーラシア
プレート

フィリピン海プレート富士川河口断層を
おんぶ

国府津松田断層をおんぶ
相模トラフ

駿
河
ト
ラ
フ

△
△
△

富士山

箱根

丹沢山

小田原

北米プレート
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図書室だより（11月)
町民センター３階

【開室時間】火～金曜日　10：00～20：30　
　　　　　　土・日曜日　10：00～17：00
【休 室 日】毎週月曜日
                  ※３日・24日はポストは使えません※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です

今月のこの１冊 新しく購入した図書（主なもの）

みんな集まれ！おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場
　内　容　　「おはなのモビール」をつくります 1
　日　時　　11 月 15 日㈯ 10：00 ～
　持ち物　　はさみ
　対　象　　5 歳（保護者同伴）～
　場　所　　町民センター２階　小会議室 A
　　申し込みは直接図書室へ　　又は、☎ 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時　11 月 8 日㈯　10：30 ～
　　　　　11 月19日㈬　15：00 ～　　
　場　所　町民センター３階図書室　　
　　申し込みはいりません　　　　　　　

かたづの！
　　　中

な か

島
じ ま

　京
きょう

子
こ

　著

　八戸南部氏20代当主直政は若くして死去し、幼い
嫡男も直後に亡くなる。お家断絶の危機を救うため、
直政の妻・祢々（ネネ）は、自ら家督を継ぎ女大名
となった。八戸を手中にしたい南部宗家・利直は謀
略をめぐらせるが、女大名は家
臣や領民を守るために立ち向う。
　祢々が可愛がっていた一本角
のカモシカ「かたづの」の一人
称で物語は語られる。
　実在した女大名を守るため、
かたづのをはじめ東北地方伝承
の生きものたちも登場する。

●　一　般　書　●
・歌舞伎町ダムド	 誉

ほ ん

田
だ

哲
て つ

也
や

・私家本椿説弓張月	 平
ひ ら

岩
い わ

弓
ゆ み

枝
え

・フォルトゥナの瞳	 百
ひゃく

田
た

尚
な お

樹
き

・きょうのできごと、十年後	 柴
し ば

崎
ざ き

友
と も

香
か

・アイネクライネナハトムジーク	 伊
い

坂
さ か

幸
こ う

太
た

郎
ろ う

・阿蘭陀西鶴	 朝
あ さ

井
い

まかて
・炎を薙ぐ	 池

い け

永
な が

　陽
よ う

●　児　童　書　●
・鹿の王	 上

う え

橋
は し

菜
な

穂
ほ

子
こ

・文学少年と運命の書	 渡
わ た

辺
な べ

仙
せ ん

州
しゅう

・風味さんじゅうまる	 まはら三
み

桃
と

・あなのはなし	 二
ふ た

見
み

正
ま さ

直
な お

・わたしの心のなか	 シャロン・M.ドレイパー

レポート子育て支援情報
“すくすくルーム”って楽しいよ！

　子どもたちとの
出会いから早くも
半年が経ちました。
　4月、すくすく
ルームでは保護者
の方と離れる時に
少し不安な表情を
見せていた子ども
たち。その不安な
気持ちは、保護者
の方もきっと同じだったことと思いますが、毎回笑
顔で送ってきてくださいます。今では、友だちの名
前を覚えて一緒に楽しく遊んでいます。

　開成駅東口にある駅前第2公園には、小田急電鉄
㈱のロマンスカー3100形の車両が設置されています。
内部は改修されていますが、運転席や座席の一部は、
当時のものを残しています。公開日には自由に中に入
れますので、ぜひお子さんを連れてお出かけください。
公開日　毎月、第2・第4日曜日	
　　　　※夏期（7月21日～8月31日）は毎日公開	
時　間　10時～15時まで
その他　雨天などにより公開を中止することがあります。
問　街づくり推進課　
　　☎84-0321

駅周辺のシンボル
ロンちゃん

問　開成幼稚園　☎82-4247

シャボン玉遊びの様子

ロンちゃんの愛称は
一般応募（県内在住
453人、235種類の案）
から選ばれました。
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申申し込み先　問問い合わせ先　 FAX ファックス　 Eメール　HPホームページアドレス

もえるごみデータ
9月分収集量

収集運搬費　約273万円（4月からの累計約1,637万円）

約255t（約241t）
　（　　）内は昨年9月分

※収集量は昨年同月比約6%増となり、収集運搬費は約14万9千円　（今年度
　収集単価換算）増となりました。ごみの減量にご協力お願いします。

※毎月納付以外のものを記載しています。 

・国民健康保険税（6期）　　　・上・下水道使用料（４期）
・介護保険料（6期）　　　　
・後期高齢者医療保険料（５期）

道路などで漏水を発
見したら、役場又は
次の指定業者にご連
絡ください。

人口と世帯　10月１日現在（　）内は前月比

安全データ　9月分（　）内は1月からの累計    

降　水　量　9月分（　）内は昨年9月分

◆人口　16,834 人（0）

　男　　 8,186人（△6）

　女　　 8,648人（6）

◆交通事故件　3件（43）

　死亡　0人（0）

　重傷　0人（1）

　軽傷　3人（45）

◆降水量　114.5㎜（274.0㎜）

◆世帯数　6,149世帯（7）

※平成22年国勢調査からの推計です。			

◆火災発生件数

　　　　　　　　　0件（3）

◆救急出動回数

　　　　　　　  40件（423）

    ◆雨　9日（10日）

12月1日㈪

当番期間 漏水当番水道業者

10/29～11/4 ㈲ 鈴木設備 ☎83–7900

11/ 5 ～11/11 ㈱ 西湘設備工業 ☎82–9916

11/12～11/18 ㈱ 神成工業 ☎83–3387

11/19～11/25 ㈱ キタムラ ☎82–0721

11/26～12/2 ㈲ 草柳設備 ☎82–6323

かいせい
安全・安心だより
かいせい
安全・安心だより

問　環境防災課　☎84-0314

　夫やパートナーからの暴力な
ど、女性をめぐる様々な人権問
題について、無料で相談に応じ
ます。
全国統一ナビダイヤル
　　　　☎ 0570-070-810
時　間　平日 8 時 30 分～ 19 時
　　　　土・日曜 10 時～ 17 時
相談員　県人権擁護委員連合会
　　　　所属人権擁護委員、法
　　　　務局職員
問　横浜地方法務局人権擁護課
　　☎ 045-641-7926

昼、道路を横断するとき
一度立ち止まって、左右を見る癖をつけましょう
①渡るときは、道路の左右が見通せる場所で、一度立ち止
　まりましょう。
②車が見えたら、通り過ぎるまで待ちましょう。車が完全に途 
　切れたことを確認してから、横断してください。

夜、歩いて出かけるとき
反射材を車の運転手に見せる癖をつけましょう
①家を出る前に、反射材の着用を心掛けてください。
②横断歩道を渡るときは、車の運転者に反射材がよく見えるよ
　うに、身体を動かします。（反射材は、身体の前後だけで
　なく、側面にも着用するとよい）
③反射材を着用していても、安心せず注意して行動しましょ
　う。特に雨の日は、車から歩行者が見えにくいので、慎重
　に行動しましょう。

高齢者の関わる事故が増加しています。交通ルールを再確認しましょう。
11月17日㈪～23日㈰

女性の人権ホットライン強化週間

問　南足柄市ポピュラーミュージ
　　ックフェスティバル実行委員
　　会事務局（文化会館内） 
　　☎73-5111
　　HP http://blogs.yahoo.co.jp/
　　pop_music_fes
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酒匂川上流域と足柄の郷を訪ねて

　足柄の郷の歴史や自然を探索す
るウォーキングです。
日　時　12月6日㈯
　　　　9時40分～15時30分
集　合　ＪＲ御殿場線東山北駅
費　用　1,500円（資料代、保険
　　　　代、弁当代ほか）

持ち物　保険証（コピー可）、飲
　　　　み物、ゴミ入れ
主　催　酒匂川ネットワーク会議
申　氏名、住所、年齢、電話番号
　　を府川まで
　　 FAX 37-3268 
　　☎090-5344-6045（SMS可）

第19回南足柄市ポピュラー
ミュージックフェスティバル

　地元系音楽家の祭典です。幅広

いジャンルの出演者による熱い演
奏をお楽しみください。入場料無
料、全席自由です。
日　時　11月16日㈰
　　　　13時30分～18時
　　　　（13時開場）
場　所　南足柄市文化会館
出演者　Ryu、Air & Groove、Soul 

（予定）　Burgundy、カラメル、
　　　　川崎円、ゴメスマZ、
　　　　モラトリアムズ、わをん、
　　　　彩！勇気

案　　内

9月16日から10月15日までに届け出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。　（敬称略）

氏　　名 性別 保　護　者 地　区

　佐
さ

藤
と う

　福
ふ く

士
し

男 　将　人・文　華　 パレット
ガーデン

　遠
え ん

藤
ど う

　理
り

奈
な

女 　亮　・奈津美 下　島

　森
も り

　　祐
ゆ う

翔
と

男 博　昭・直　子 円　中

氏　　名 性別 保　護　者 地　区

　三
み

武
た け

保
ほ

乃
の

香
か

女 　友　彦・直　子　 下　島

　中
な か

原
は ら

　唯
ゆ い

女 由　貴・歩　美 河原町

　尾
お

﨑
ざ き

ひなた 女 俊　昭・あすか 下　島

　ＪＡ共済杯平成26年度（第35回）小学生バレー
ボール大会小田原地区予選が9月23日（火・祝）に行わ
れ、開成ＶＳＡが県大会出場の切符を手に入れるこ
とができました。10月26日㈰には、開成南小学校
を含む県内4か所の会場で、県大会がありました。
　現在、開成ＶＳＡでは、一緒にバレーボールを
する仲間を募集しています。体験入部も随時受け
付けています。まずは小学校の体育館まで、見学
に来てください。特に1～3年生、待っています。
ボール遊びから始めましょう！
問　会長／木下　☎090-4590-3586
　　監督／佐藤　☎090-2629-2883

　8月から関東大会小田原地区予選がスタートし
ました。女子は全25チームによる熱い戦いが繰り
広げられました。惜しくも準優勝という結果でし
たが、県大会への出場の切符を見事手にすること
ができました。県大会は初戦10月19日㈰から行わ
れています。チーム一丸となり大会に臨みますの
で、温かいご声援をお願いします。
　また、開成ミニバス女子は会員も募集していま
す。興味のある方は、是非、見学、体験にいらし
てください。
問　鈴木將

ま さ

央
お

　☎090-3400-3598

開成ＶＳＡ　県大会出場！ 開成ミニバス女子　県大会出場！
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し
て
い
ま
す
。

編集・発行　開成町町民サービス部自治活動応援課
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〒258-8502	神奈川県足柄上郡開成町延沢773番地
電話　0465（83）2331　FAX　0465（82）5234
ホームページアドレス　http://www.town.kaisei.	kanagawa.jp/
メールアドレス　　　　jitika@town.kaisei.kanagawa.jp

問 保険健康課　☎84-0327問 自治活動応援課　☎84-0315

問 産業振興課　☎84-0317

米栽培体験塾を開催
稲刈り・弥一芋掘り体験・足柄牛コリコリ焼おにぎり作り

かいせい健康づくり deポイントラリー
賞品決定

　財団法人自治総合センターのコミュニティ助成金（宝く
じ収益金）を活用し、自治会活動に必要な備品（合計87
点）を整備しました。

ま ち
か ど

トピックストピックス

　5月の米栽培体験塾の田植え（町農業委員会主催）に
参加された方が、稲刈りをしました。当日は、稲刈りの
ほか、開成ブランドに認定された弥一芋の芋掘り体験や
地元足柄牛コリコリ焼おにぎり作り体験も実施しました。
足柄牛コリコリ焼おにぎりは、地元飲食店の協力を得て
実施した事業です。県内外の親子71人が参加し、あつあ
つの地元食材をおいしく食べていました。

　このポイントラリーは、健康づくりに関する対象事業
に参加し、ポイントシールを集めて応募すると抽選で賞
品が当たります。参加できる方は20歳以上の町民の方
で、対象事業は12月19日㈮まで実施します。応募はが
きは保険健康課や福祉会館で配布しています。

平成26年度宝くじ助成事業
地域の備品整備ができました

おいしいお米が作れました！

■宮台自治会
エアコン、備品収納用物置

■上島自治会
カーテン、
座卓兼用テーブル

■河原町自治会
コピー機、
テント

■牛島自治会
発電機、運搬台車、投
光器、 丸イス、テレビ、
ＤＶＤレコーダー、盗難
防止ワイヤー、ノート
型パソコン、プリンター、
阿波おどり用弓張提灯、
ソフトボール用バット

このマークが目印！

協力／エース物流サービス㈱・㈱門屋食肉商事・㈱神奈川
県茶業センター・日本製紙クレシア㈱・富士フイルム㈱・
町飲食店組合・町直販組合・焼酎弥一を楽しむ会（順不同）

フェイスブックで
町の魅力や取組みを発信中！

開成町公式

Facebook

https://www.facebook.com/kaiseitown

開成町公式フェイスブックページ で

町ホームページから

検索

をクリック！

【問】企画政策課　☎ 84-0 312

焼酎やいちろうや
町産キヌヒカリなど
の6点詰め合わせ
セットです

特別賞（10,000円相当）

9/27㈯


